
№
担当
内線

２ － １ － １
令和 4 年度 ～ 4 年度 856 千円

歳出科目: 06.01.04.02.01

856 千円

市費
856 千円

国費

0 千円

県費 令和２年度 令和３年度 令和４年度 単位
0 千円 556 787 ― 千人

1,730 1,760 1,027 千人
12,407 13,137 ― 千人
18,490 18,414 17,871 千人

その他

0 千円

856 千円

令和４年度 単位
実績値 1,343 千人
目標値 1,027 千人
実績値 15,420 千人
目標値 17,871 千人

大きい ない
ある

ない
⑧受益者負担適
正化余地

ない

Ｄ 決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当

Ｃ

事業の
評価・課題

B
ジブリパークの開園に合わせて、知多半島のおもしろふしぎを伝えるWEBページの開設や、リーフレットの特集
ページ追加など広域での誘客を図った他、中部国際空港の発着地となる地域のケーブルテレビ局と連携し誘
客動画を放映するなど、新たな情報発信によるPRを図った。
また、新型コロナウイルスによる制限の緩和によりＰＲ出展の機会が増加し、県内のイベントやパーキングエリア
などに加え、川島ハイウェイオアシスや、ツーリズムエキスポジャパン2023、東京都庁全国観光PRコーナーな
ど、県外にも積極的に出展し、知多半島の魅力をPRできた。

効率性
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の方向性
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観点別評価

必要性

得
ら
れ
た
成
果
と

実
績
値 成果指標

半田市年間観光入込客数

知多半島５市５町年間観光入込客数

目
標
項
目
（

予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

事業内容:
知多半島観光圏協議会の構成団体として負担金を支出し、協議会による各種の観光
振興事業を推進する。

予
算
見
積
書
で
活
用

協議会の事務局として、知多半島全体のスケールメリットを活かした事業の展開を主導し、本市への
誘客や回遊、消費の促進を図る重要な事業であるため。財源内訳

事業概要等

事業概要:
知多半島５市５町の行政（観光担当課）、観光協会、商工会議所・商工会、観光
関連事業者等で組織する知多半島観光圏協議会により広域観光を推進する。

事業目的:
知多半島の広域観光を推進するため、観光魅力を高め、圏域内外からの観光客の誘
客、滞在及び回遊を促進する。

目標値

評
価
項
目
（

決
算
時
に
作
成
）

知多半島各市町の観光の強みを活かした魅力の発信により、知多半島全体のスケールメリットを活
かした事業の展開を主導し、本市への誘客や回遊、消費の促進を図ることができた。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

現状維持

令和５年度は、引き続きリーフレットやPRカードといった紙媒体と、WEBサイトやSNSを活用したインターネット媒体の情報
発信を両輪に、知多半島全体の魅力を伝えることで誘客を図る。
回遊性促進スマートフォンアプリ「ちたんぷ」は、民間のプラットフォームを活用したオンラインスタンプラリーが一般化しているこ
とから、需要が低下しており、また、開始から5年が経過し維持費が増加傾向にあるため、事業を終了するが、事業の検証
を実施し、新たな回遊性を生む仕組みづくりを研究していく。

有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

実績値
目標値
実績値
目標値

知多半島各市町の観光の強みを活かした魅力の発信により、観光入込客数の増加及び回遊性の
向上が期待できる。

目標値や目指すべき状態

半田市年間観光入込客数
実績値

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

問題点・課
題等:

セントレアを中心とするMICE、クルーズ船、インバウンド等、今後、需要が見込まれる分
野を念頭に置いた事業の展開が必要である。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

Ｐ
総合計画: 単位施策: 観光

総
合
計
画
と
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係
性
と
予
算
根
拠

知多半島５市５町年間観
光入込客数
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PDCA 主要事業名 知多半島広域観光推進事業 部課名 市民経済部観光課 渋谷
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